
○　本校の概要 令和7年2月25日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。
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③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

④校内研究　未来を創り出す力の育成～
みんなで創造する「おおたの未来づくり科」
～を中心に主体的・対話的で深い学びにつ
ながる教材開発や単元の検証について、
地域人材を活用しながら実践している。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断す
る力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。
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・児童アンケート「地域
や近所の人にあいさつ
をしたり、地域での活動
に参加したりしている」
と回答した割合。
・保護者アンケート「「地
域コミュニティの核とし
ての学校づくり」を目指
して地域と学校が連携・
協働した様々な活動を
実施している。」と回答
した割合。
・教員アンケート「学校
運営協議会、スクール
サポートいずも、PTAと
連携するなどして、地域
力を生かした特色ある
教育活動を実践してい
る。」と回答した割合。

・児童アンケート「地域や近所の人にあいさつをした
り、地域での活動に参加したりしている」では、学校
全体で約６６％以上で肯定的な回答であった。特に
３年では７２％近い結果であった。工場見学や商店
街見学など地域へ足を運び、学習する機会が多
かったということも影響している。学校においてもあ
いさつなどのコミュニケーションは学校内だけでな
く、いつでも、どこでもできる大切な生きる力として指
導を重ねていきたい。・保護者アンケートの「「地域コ
ミュニティの核としての学校づくり」を目指して地域と
学校が連携・協働した様々な活動を実施している」
では、98％以上で肯定的な意見だった。ＣＳ出雲を
中心として町会や出張所、保護者、学校が連携した
取り組みを具体化できたことは大きな一歩を踏み出
せた。今後も少しずつ知恵を出し合い、地域コミュニ
ティの中心として学校が機能するよう取り組んでい
く。・教職員アンケート「学校運営協議会、スクール
サポートいずも、PTAと連携するなどして、地域力を
生かした特色ある教育活動を実践している」では、
約36％が「当てはまる」と回答した。「やや当てはま
る」も合わせると100％である。今年度、ＣＳ出雲2年
目となり、PTA、町会とも連携して様々な新たな取組
をしてきた。本羽田一丁目、南六郷一丁目町会の行
事や催しの他、萩中町会の行事にも参加し、関わり
を広げてきた。また、地震を始めとする災害に備え、
町会と出張所、学校が避難所体験を企画した。実際
には、非常時は共同体として機能しなければならな
いことは明らかだが、それを学校を中心に教育の一
環としても啓蒙していくことは今後も続けていき、こ
の地域が住民でしっかり自治できる素地を作ってい
きたい。
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④毎週の生活指導夕会を基に、気になる
児童や校内で共通理解することを確認した
り、一人ひとりの良さを引き出す話し合いを
したりしている。

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行って
いる。

⑤言語技術を身に付けるため、言語トレー
ニングの実践を重ね、思考力や表現力を
高める工夫を推進している。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソーシャ
ルワーカーとの連携等、児童・生徒・保護
者が相談しやすい環境を整備し、一人ひと
りの能力や可能性を最大限に伸ばすことを
意図した指導や支援を行っている。
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②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

④定期的にOJTを開催し、様々な教職員の
関わり合いを深めることで、個々の課題や
悩みを気楽に相談したり、打ち明けたりす
る環境を創り出している。

③タブレットを活用したり、授業形態を工夫
したりすることで、個に応じた新たな学びの
スタイルを生み出せるよう学年を中心に授
業改善に取り組んでいる。

②避難訓練や安全指導日などを通して、危
険や災害に対する教育を関係機関と連携
しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

3

Ｃ

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行ってい
る。

①STEAM教育等の教科等横断的な学びや
科学教育を推進し、課題解決力や新たな
価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、英
語に慣れ親しみながら会話をする機会を増
やし、英語力やコミュニケーション能力の向
上、豊かな国際感覚の育成を図っている。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協働
し、問題解決して
いく意欲や、予測
困難な未来社会
を切り拓いていく
ために重要な創
造力や課題解決
力、情報活用能
力を育成します。

4

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

3

Ｄ 0

Ａ 6

④町会や地域との関わりを重視し、こども
たちが地域を大切にし、自分たちのまちを
よりよくしていこうとする態度の育成を図っ
ている。

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。

3２：
60％
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。
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地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

目標に対する成果指標
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４：
80％
以上

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価
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・児童アンケート「タブ
レットを使うことで、授業
がわかりやすくなった」
と回答した割合。
・保護者アンケート「タブ
レットを活用し、新たな
学びのスタイルを生み
出すとともにICT環境を
整備し、お便りや連絡
等に生かしている」と回
答した割合
・教員アンケート「タブ
レットを活用したり、授
業形態を工夫したりす
ることで、個に応じた新
たな学びのスタイルを
生み出せるよう学年を
中心に授業改善に取り
組んでいる。」と回答し
た割合。

成果
評価

令和６年度　大田区立出雲小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【長期的目標】社会の中で、自己の豊かな能力や個性を実現させながら、社会を支える人材を育てる

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授業
力を向上させま
す。また、質の高
い教育を実現す
るため、学校の
組織的な運営力
を向上します。あ
わせて、教師が
やりがいをもって
働くことができる
魅力的な環境づ
くりを進めます。

個
別
目
標
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校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

3

学校関係者記入欄

3

・児童アンケート「いつも粘り強く、あきらめずにチャレンジしている」
では、「当てはまる」「やや当てはまる」が合わせて、約８０％であっ
た。一方、「あまり当てはまらない」が約１６％あり、「当てはまらない」
も約４％あった。約５人に１人が苦手意識があることになる。特に４年
では３０％近く苦手意識がある。４年生は全体的にどの教科も主体的
に取り組む姿が多く見られたが、逆に自分自身について客観的にみ
ることもできるようになり、厳しく判断している部分もあると考える。
・児童アンケート「思 ったことや考 えたことを、まとめたり、発表 した
りすることができる」では、「当てはまる」「やや当てはまる」が合わせ
て、約６５％であった。一方、「あまり当てはまらない」が約２５％あり、
「当てはまらない」も約１０％あった。約３人に１人が苦手意識がある
ことになる。特に高学年にいくほど苦手意識がある。学習内容が難し
くなる学年ということや理想と現実の差を実感してくる時期でもあると
考える。学年に応じた表現力については言語能力のトレーニングと
合わせ、低学年からの積み重ねが今後も大事であることがわかっ
た。・保護者アンケート「学校の教育方針や教育活動は、家庭や地域
住民の願いや期待に応えるものになっている」では、「当てはまる」
「やや当てはまる」が合わせて、約９９％であった。学校公開・学校公
開などを制限なしで今年度も開催したが、こどもたちの学びをホーム
ページを中心として学校だより、学年だより、学級だよりなどでもお伝
えしてきたことが理解していただけた。引き続き、学校の取組に自信
をもちながらも、保護者、地域の声に耳を傾け、よりよい学校経営に
取り組んでいきたい。　・保護者アンケート「学校は、大田区の独自教
科【おおたの未来づくり科】の学習などをとおして、こどもたちの課題
解決力を育んでいる」では、約９７％が肯定的であった。　学習発表
会を中心に各学年で学んだことを示し、こどもたちの主体的な姿から
保護者からの理解を得ることができた。　・教職員アンケート「校内研
究　未来を創り出す力の育成～みんなで創造する「おおたの未来づく
り科」～を中心に主体的・対話的で深い学びにつながる教材開発や
単元の検証について、地域人材を活用しながら実践している」では、
40％が「当てはまる」と回答した。5・6年が実施しているが、1～4年ま
でもその素地を育成するよう教科横断的に取り組んできた。まだス
タートしたばかりでもあるので、教職員間でも実践を実感できるよう広
く共通理解を図っていきたい。

・児童アンケート「英語 や外国語活動 の学習 は楽 しい」で
は、「当てはまる」「やや当てはまる」を合わせて、約７７％に
なった。一方、「あまり当てはまらない」「当てはまらない」は約
２３％であった。６年は「当てはまる」が約２１％と最も低く、「当
てはまらない」も３４％を超えた。３人に１人が楽しく感じていな
いことから高学年の授業改善は必要である。また、児童アン
ケート「すすんで「おはようございます」「さようなら」とあいさつ
できる」では、「当てはまる」「やや当てはまる」を合わせて、約
８７％を超えた。良いところは引き続き伸ばしていきたい。学年
が上がるごとにチャレンジが難しくなる傾向がある。さらに児
童アンケート「地域 の人 や大田区 のために役 に立 ちたいと
思 っている」では、「当てはまる」「やや当てはまる」を合わせ
て、約７７％になった。おおたの未来づくりの学習をとおして、
地域や近隣の方との授業や関わりが増えてきているため、よ
り推進を図っていく。・保護者アンケート「学校は、地域人材
（保護者・地域の人々）や地域環境（町工場・企業など）を活用
して教育活動を進めている」では、９９％以上が肯定的であっ
た。これまでの教師主導の学級単位での学習だけによらず、
こどもが主体的に学ぶことを重視した授業スタイルに転換して
きている。さらに進めていきたい。・保護者アンケート「こどもは
地域や近所の人にあいさつをしたり、地域での活動に参加し
たりしている」では、約８９％が肯定的であった。５年生で４％
が「当てはまらない」と回答しているが、「毎日 、学校 が楽 し
い」でも約１０％「当てはまらない」と回答していたことと関連が
あるかもしれない。・教職員アンケート「町会や地域との関わり
を重視し、こどもたちが地域を大切にし、自分たちのまちをよ
りよくしていこうとする態度の育成を図っている」では、「当ては
まる」は18.2％にとどまった。コロナが明けてから、少しずつ地
域の行事や取り組みも戻ってきたが、そもそもそれらとの関わ
りが希薄である。この地域だけでなく日本全国で言えることか
もしれないが、本校では地域の人材や環境を学習に取り込む
ことが一般的になりつつあるので、長い時間をかけて、この学
校の文化として根付かせていきたい。

3

４：
80％
以上

・児童アンケート「授業で勉強したことがよくわかる」では、
「当てはまる」「やや当てはまる」を合わせて、約９０％に
なった。一方、「あまり当てはまらない」「当てはまらない」
は約１０％であった。２年は「当てはまる」が約２４％と最も
低く、自信をもって取り組んでいるのが少ない。１年生と比
べ、漢字の量も質も難しくなったり、算数の計算も難易度
が上がることと関係しているとも考える。より丁寧な指導
が大切になる。・児童アンケート「友達と仲良くできる」で
は、学校全体で「当てはまる」が　約４７％、「やや当ては
まる」が約４３％で、合わせて９０％以上が肯定的であっ
た。　一方、「あまり当てはまらない」「あてはまらない」は
多くの学年でで１０％前後いた。人数にすると３人程だ
が、　一部の児童とは仲良くできてもそれ以外の児童とは
話したことがないという児童もいるので、どの学級におい
ても個々の人との関わり方には丁寧に見取ることで、どの
児童も居場所としての学級の良さを実感できる指導を目
指したい。・保護者アンケート「先生は、こども一人ひとり
に自信をつけさせるため、ほめたり、励ましたりしている」
では、学校全体でみると「当てはまる」72.3％、「やや当て
はまる」24%を合わせると約96％以上が肯定的な評価で
あった。6年生で「あまり当てはまらない」が9.1%、3年生で
も8％、1年生でも4.5％あった。5年生は「当てはまる」が
84％肯定的であった。こどもへの指導の仕方、声のかけ
方などを学校全体でもう一度振り返り、信頼される教員の
育成を引き続き行っていく。
・保護者アンケート「学校はいじめや暴力のない学校づく
りに積極的に取り組んでいる」において、多くは肯定的で
あった。一方、1年生で「あまり当てはまらない」が6.7％で
あった。入学してまだ学校生活に慣れていいないこともあ
り、不安に感じていることもあると思うので、学級担任だけ
によらない組織的な対応で聞き取り等を行い、保護者にも
協力をお願いしている。・教職員アンケート「言語技術を身
に付けるため、言語トレーニングの実践を重ね、思考力や
表現力を高める工夫を推進している」では、50％が「当て
はまる」と回答した。朝学習や国語の時間を使い、語彙を
増やし、説明や報告というものを書いたり、話したりするこ
とで言葉の技術の基礎基本を積み重ねてきた。今後、学
年の系統も明確にしてどの学年も確実に取り組んでいけ
るようなカリキュラムを整えていかなければならない。

3

２：
60％
以上

１：
60％
未満

４：
80％
以上

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

・学外講師による授業やICTの活用などで社会と学習を結びつけると共
に関心・意欲を引き出し、自ら又は協力して調べ解決する中で学習の
理解を深めている。
・「すぐあきらめる」のが区内の児童に蔓延していると聞くが、根気よく事
に取り組むよう導くことが必要と思います。
・生活面、体力面等、何事にもあきらめないでチャレンジする力が各学
年ともに充実していると思います。
・中学生から考えると、８割の生徒が「いつも粘り強く、あきらめずにチャ
レンジしている」と回答できることは驚異的である。引き続き様々な取り
組みを通して、児童の自己肯定感を高めていってほしい。
・個性を大切にしながら共同して物事を考え作業を進め、問題解決や創
造力を高める未来づくり課の取り組みは大変評価出来る。
・粘り強くチャレンジすることはとても大事です。何事も積み重ねが粘り
強さにつながると思います。
・「 おおたの未来づくり 」 に向けた 取り組みが 個別目標 １ ７ に まで
関連し 反映 されて います 。 このように 出雲 の教育課程では 「 新教
科 」の 創設に 向けた ４年間 に わたる 取り組みが 軸となって学校の
風土を つくり 先生方の 力量を形成し 、 地域 と の連携を 深め 広 げ
、こどもが 育つ 学校に なっているのだと 受け止め ています 。
・「思ったことやかんがえたことを、まとめたり発表したりすることが出来
る」について３人に1人が苦手意識があるようでしたが、学習発表会で
は、どの学年も堂々と発表していて、特に６年生の商品化で売る手前ま
で行った達成感は素晴らしかった。・児童のチャレンジ意欲が高まって
いると感じる。それは教職員による導き方が良いのだと思う。課題解決
力を高めるために、より多くの方と話し合う機会があると更に良いと思
う。
・児童が英語に親しみを感じるように努めている。地域の事業
者や町会関係者と交わる機会を作り、家庭と学校からさらに広
く地域社会で生きることを体験的に学んでいる。
・あいさつもよいが、教室に入ると児童が一斉に声を上げるの
は、指導が徹底していないように思います。
・児童たちの英語の授業がますます楽しくなり、コミュニケーショ
ンの飛躍を願います。挨拶はきちんとでていると思います。
・地域や大田区にとどまらず、世界に視野が広まっていることは
素晴らしいと思う。継続した取り組みで、強い肯定を選択する児
童の割合が増えていくとよい。
・英語を通じて他国の文化や習慣を学ぶことは大変意義があ
る。　自分たちの周りの地域だけでなく、グローバルなものの見
方を育てる時代にかなっている。
・英語での実践日があることが素晴らしいです。何事も積み重
ねだと思います。あいさつがいつも出来ています。外でも学校
内でも。
・学習発表会の３年生の英語の発表は、とても速いテンポでき
ちんと全員が理解して素晴らしかった。このような発表が３年生
で出来るのは、日々の積み重ねがあるからただと思いました。
・教職員のおかげで、英語力が向上していると思う。地域人材
を活用するには、学校が地域活動に協力することも必要では思
う。

・児童同士がそれぞれ異なる資質をもつ人格として認めあえる
学級づくりをしている。児童が考えること、自らの考えをまとめる
ことに要する知識を学習できるよう努力している。
・特別支援学級を併設していることを活かして支援を要する人
への配慮を実践的に教えていると思います。
・学校は児童にとり、勉強、運動、友達と仲良く楽しく過ごせるこ
とが暴力もなくなると思います。
・友人関係については多くの児童が友好的で良い。学習面につ
いては、中学校段階への系統性なども意識しながら指導に当
たっていただくとともに、児童の学習の習慣化を進めていただき
たい。
・平均的な基礎学力の積み重ねだけでなく、一人ひとりの個性
を生かした取り組みが児童の自信を生み出し学習意欲を高め
ることにつながっている。
・思考力や表現力はとても大事です。社会に出ても大事です。
それには作文はとても良いと思います。
・こどもからの アンケート の 数値からは 気に懸かる 事象も あ
りますが 、 データを 考察し 具体的な レベル で 対応され てい
ることと思います 。
・学習面については、児童アンケートで「授業で勉強したことが
良くわかる・やや当てはまる」が９０％と高割合で、安心しました
学校公開でもこどもたちが興味をもって学習できる工夫も感じら
れました。
・学校の努力はとても感じるが、保護者や地域の影響もあり、
豊かな心を育成するのは学校だけで難しい部分があると思う。
・学校公開の授業を拝見すると、授業の工夫が見受けられる。
教職員の縦横のつながりが良いのではと感じる。

・児童アンケート「いつも粘
り強く、あきらめずにチャレ
ンジしている」と回答した割
合。
・児童アンケート「思ったこ
とや考えたことを、まｔめた
り、発表したりすることがで
きる」と回答した割合。
・保護者アンケート「学校
は、大田区の独自教科【お
おたの未来づくり科】の学
習などをとおして、こどもた
ちの課題解決力を育んで
いる」と回答した割合。
・教員アンケート「校内研
究　未来を創り出す力の育
成～みんなで創造する「お
おたの未来づくり科」～を
中心に主体的・対話的で
深い学びにつながる教材
開発や単元の検証につい
て、地域人材を活用しなが
ら実践している。」と回答し
た割合。

４：
80％
以上

３：
70％
以上

２：
60％
以上

１：
60％
未満

４：
80％
以上

Ａ

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

・児童アンケート「外国
語活動は楽しい」と回答
した割合。
・児童アンケート「地域
や大田区のために、役
に立ちたいと思ってい
る」と回答した割合。
・保護者アンケート「学
校は、地域人材（保護
者・地域の人々）や地
域環境（町工場・企業な
ど）を活用して教育活動
を進めている」と回答し
た割合。
・教員アンケート「町会
や地域との関わりを重
視し、こどもたちが地域
を大切にし、自分たち
のまちをよりよくしてい
こうとする態度の育成を
図っている。」と回答し
た割合。

・児童アンケート「出雲
小の先生との勉強はい
つもわくわくしている」と
回答した割合。
・保護者アンケート「先
生は、学習において子
どもが自分の思いや考
えをもち、工夫してまと
めたり、発表したりする
ことができるよう工夫し
ている」と回答した割
合。
・教員アンケート「定期
的にOJTを開催し、
様々な教職員の関わり
合いを深めることで、
個々の課題や悩みを気
楽に相談したり、打ち明
けたりする環境を創り
出している。」と回答し
た割合。

２：
60％
以上

１：
60％
未満

・児童アンケート「学校
が好きだ」と回答した割
合。
・児童アンケート「毎日、
学校が楽しい」と回答し
た割合。
・保護者アンケート「先
生は、一人ひとりのこど
もにとって、居場所のあ
る温かい雰囲気の学級
づくりに取り組んでい
る」と回答した割合。
・教員アンケート「毎週
の生活指導夕会を基
に、気になる児童や校
内で共通理解すること
を確認したり、一人ひと
りの良さを引き出す話し
合いをしたりしている。」
と回答した割合。

４：
80％
以上

・児童アンケート「授業
で勉強したことがよくわ
かる」と回答した割合。
・保護者アンケート「先
生は、こども一人ひとり
に自信をつけさせるた
め、ほめたり、励ました
りしている」と回答した
割合。
・教員アンケート「言語
技術を身に付けるた
め、言語トレーニングの
実践を重ね、思考力や
表現力を高める工夫を
推進している。」と回答
した割合。

１：
60％
未満

１：
60％
未満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向上
させるための教
育を推進します。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

0

Ａ 5

④学校運営協議会、スクールサポートいず
も、PTAと連携するなどして、地域力を生か
した特色ある教育活動を実践している。

Ｂ

Ｄ

Ｄ
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0

0
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Ｂ 3

Ｂ

Ｃ

・児童アンケート「タブレットを使うことで授業がわ
かりやすくなった」では、学校全体で約８２％が肯
定的な回答であった。タブレットを使うことでこれ
までの、ノートや書籍といったツールから新たな
調べ方やまとめ方を経験し、身に付けつつある。
また、１年生でも約８８％は肯定的に回答した。１
年生は２学期から本格的に使い始めたが、明ら
かに教員のタブレット活用力も上がってきた。今
後はタブレットの活用の仕方をさらに見極め、個
に応じた指導の工夫を見直し、基礎学力の向上
を図っていく。・保護者アンケート「タブレットを活
用し、新たな学びのスタイルを生み出すとともに
ICT環境を整備し、お便りや連絡等に生かしてい
る」では、約92％肯定的な回答でした。１年と６年
は肯定が約95％を超えた。入学したばかりの１年
生にもICTを活用した連絡がスムーズに行え
た。・教職員アンケート「タブレットを活用したり、
授業形態を工夫したりすることで、個に応じた新
たな学びのスタイルを生み出せるよう学年を中心
に授業改善に取り組んでいる」では、約80％以上
が「当てはまる」と回答した。どの授業でも必ずタ
ブレットをはじめとするICT機器を教員はもちろ
ん、児童も活用する場面を設定している。また、
5・6年の未来づくりや3・4年の総合的な学習の時
間、1・2年の生活科などでもタブレットを活用した
場面を多く開発してきた。今後はさらに個の意見
を全体で共有しながら個の学びを深めるための
活用方法をそれぞれの教職員がつかんでいく必
要がある。
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・スマホやパソコンなど児童をとりまく環境に情報通信機器が日
常のものとなっている中で教員の皆がICTの操作、活用を含め
て教育技術の向上に努めている。
・ICTで機器操作に習熟されることも必要だが、地域誌への寄
稿をみると何を指しているのか不明。何を言わんとしているの
か不明ということが散見される。手書きの作文、重要な技です。
・今の時代において児童一人一人のタブレット授業に感心しま
す。当たり前となっていますがとても大事です。
・手段としてのICTの活用は好事例の共有などを通して推進し
ていただきたい。
・ICTの環境整備は時代の流れの中で特に重要性をおびてい
る。タブレットを利用し色々と検査久住呂寿葉新たな発見と共に
個人の知識を広げることに繋がるが、アナログ（特に伝統的な
技術など）の世界にも重要なものがあることは、忘れてほしくな
い。
・タブレットの活用で授業が変わってきていると思います。
・タブレット学習について、学習発表の場で、こどもたちが使いこ
なしていてびっくりしています。またタブレットでも宿題について
は、自分から進んでやっている子が多く、楽しく取り組めている
と思います。
・PTAは時代に合う運営に変化し、学校との協力体制ができて
いる。スクールサポートは以前からの独自活動も行うが学校運
営協議会を中心に、「地域が学校に参加」し、まとまっている。
「学校が地域に参加」が更に増えると双方にとって良い。
・校長、副校長だけでなく教員も地域に開かれた学校という意
識が定着してきている。学校と保護者、さらに地域との連携によ
り地域自体が活性化されてきている。
・地場のスタートアップの活用など継続的に地域力に落とし込
めるゆな地域内連携を前面に出していただきたい。
・児童も日常生活の中の挨拶が身に付いていると思います。地
域のイベント参加は社会勉強になると思います。
・CSの実施や地域との連携など、非常に意欲的に取り組まれ
ていると思う。教職員が自校の教育活動について自信を持って
もよいのではないか。
・積極的に地域とのかかわりを持ち、協働して作業に取り組む
ことの大切さ、自分の住む地域だけでなくグローバルに知ること
の重要性を持ってほしい。その為の取り組みとして評価できる。
・こどもたちとPTAがもう少し地域に参加ができると素晴らしい
町になると思います。
・地域との関係つくりは、今年度６月に行った防災訓練で、大分
近い関係に慣れたと思います。また防災訓練をしたことで、「自
分たちにも何か出来る」という自信にもつながったと思いました

・教職員同士が連携を密にして教育目標を確認し、年齢やキャ
リアの厚薄、経験を生かしつつ児童の育成のために協働してい
る様子が認められる。
・教員の年齢・経験年数がフラットになって久しい。組織としての
厚みに欠けるきらいを感じる。再任用の方も絡めてのシェアも
採り入れては。
・教師の授業内容に児童たちがますます、わくわく、どきどきの
時間と思います。
・高学年については「わくわく」という表現が選択しづらいのかな
とも感じた。先生方には引き続き「学びの部屋」などのOJTを前
向きに継続していただきたい。
・教職員間でOJTを開催し連携を高める取り組みは評価でき
る。
・先生が色々なところに研修に行き、それを学校内で実践する
ことはとても良いと思います。
・出雲小学校 学校 として ６年度の 教育課程を ベースに「 変
化の 激しい時代 」 「 最適解 を 求める 時代 」 に生きる こども
たちの ための 教育 課程 が 編成 される ことを 願っています
。
・わくわく度について、学年が上がるにつれて下がっています
が、学習発表会では、発表の方法を工夫し児童も楽しんで発表
している様子を見ることが出来ました。
・個人情報保護の観点で教職員以外の学校関係者には共有で
きないと思うが、対応する児童について、教職員内に共有をし

・児童アンケート「出雲小 の先生 との勉強 はい
つもわくわくしている」では、学校全体でみると
「当てはまる」４０％、「やや当てはまる」４０%を合
わせると８０％が肯定的な評価であった。５・６年
生では、「当てはまらない」「あまり当てはまらな
い」が合わせて約４０％以上あった。学習内容も
難易度が上がり、思春期にも差し掛かる難しい年
頃であるが、こどもへの指導の仕方、教材の研究
等の見直しを図り、教員の育成を引き続き行って
いく。・保護者アンケート「先生は、学習において
こどもが自分の思いや考えをもち、工夫してまと
めたり、発表したりすることができるよう工夫して
いる」では、学校全体でみると「当てはまる」
75％、「やや当てはまる」23.2%を合わせると98％
が肯定的な評価であった。大田の未来づくりや学
習発表会の様子などを通して、学習形態を工夫
してきたことが理解を得てきた結果と考える。・教
職員アンケート「定期的にOJTを開催し、様々な
教職員の関わり合いを深めることで、個々の課題
や悩みを気楽に相談したり、打ち明けたりする環
境を創り出している」では、約63％が「当てはま
る」と回答した。今年度はOJT主任を中心に毎週
のように「学びの部屋」を開き、学年や年齢を問
わず、様々に関わり合う時間を設けた。その結
果、教職員の風通しも良くなり、情報が共有しや
すくなった。
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・元気な子も元気のない子もそれぞれに自己肯定感をもてるよ
うに配慮して楽しく過ごせる学校づくりをしている。児童は校
長、副校長、教諭の方々によく話しかけている。
・こどもの特性を見抜き、学級運営で得手な役割を充てるような
ことも考えるとよいと思います。
・児童たちが学校生活で自分の考え、意見を発表できる居場所
が大切だと思います。
・本項目については、常に１００％を目指す項目だと考えるの
で、児童に応じた丁寧な指導を継続していただきたい。
・児童一人一人の状況を把握し、教育環境を整え生き生きと学
ぶことの出来る環境づくりが重要となる。
・学校が好き、学校が楽しいと児童が思うことは先生がこどもの
居場所づくりをしているので、こどもたちが学校を好きになって
いると思います。
・毎週金曜日の夕方に職員全体で問題定義をし、不登校や困
難のある児童について、学校全体で取り組む姿勢は、素晴らし
いと思う。
学校は、こどもにとって一日の半分を過ごす居場所なので、こ
どもアンケートの値がもう少し上がると良いです。
・学校公開の授業を拝見すると、児童のタブレット利用が違和
感なく慣れていると感じる。日頃から良い利用方法をしているの
だと感じるとともに、現代を生きる上で必要なスキルが身につい
ていると思う。

・児童アンケート「学校 が好 きだ」では、学校全体で「当ては
まる」が約４９％、「やや当てはまる」が約２８％で、合わせて約
７７％が肯定的に答えている。一方、約４人に１人が否定的で
あった。１年生も約５人に１人は否定的であったため、どの学
年にも一定数はいることを前提に一人一人に寄り添い、安心
して通いたくなる学校になるよう指導をしていく。
・児童アンケート「毎日 、学校 が楽 しい」　では、学校全体で
「当てはまる」が約４８％、「やや当てはまる」が約３０％で、合
わせて約７８％が肯定的に答えている。　一方、約５人に１人
が否定的であった。１年生も約１６％は否定的であったため、
SCとの面談や日頃のここどもたちの言動などからも探ってい
く。・保護者アンケート「先生は、一人ひとりのこどもにとって、
居場所のある温かい雰囲気の学級づくりに取り組んでいる」で
は、「当てはまる」と「やや当てはまる」を合わせ、95％近くが
肯定的な評価であった。しかし５年生では４％の児童が「当て
はまらない」と回答。また保護者アンケート「こどもは、学校生
活を楽しんでいる」では、「当てはまる」と「やや当てはまる」を
合わせ、96％近くが肯定的な評価であった。一方で、３・５年で
４％の児童が「当てはまらない」と回答した。５年生は先の児
童アンケート「毎日 、学校 が楽 しい」でも約１０％「当てはま
らない」と回答していたことと合わせると、保護者からも同様に
うつっていると考えられる。　原因は様々考えられるが、学級
担任だけによらない組織的な対応で聞き取り等を行い、保護
者にも協力をお願いしていく。　・教職員アンケート「毎週の生
活指導夕会を基に、気になる児童や校内で共通理解すること
を確認したり、一人ひとりの良さを引き出す話し合いをしたりし
ている」では、約63％が「当てはまる」と回答した。生活指導夕
会で気になることや問題行動、不登校傾向児童などについて
事実と対応を記載し、全教職員で毎週共有した。また学級、
学年によらず組織的に対応するために常に報告・連絡・相談
を徹底した。そのため、各方面から情報が上がりやすくなり、
対応も遅れずにすんだ。また、問題行動だけでなく、こども一
人一人の良さも共有することによって、全校児童を各方面か
ら見守り、励ますことが多くなった。
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学びあう 自己の将来を見据え、自ら進んで学び続ける児童

の育成
・一人一人の課題に応じて、知識・技能を活用する力、思
考力、判断力、学習意欲の伸長

・各教科の基盤である言語能力を育成
・表現力・伝える力の向上を推進

【研究テーマ】

「未来を創り出す力の育成～みんなで創造するおおたの未来

づくり科～」
・地域人材・地域環境を生かした学習：企業連携
・論理的な思考を高める
・科学的な思考を高める
・学習習慣の基盤づくりの推進と定着

＜児童の現状＞
〇元気よく遊ぶ
〇人なつこい 〇明るい
〇優しい 〇試行錯誤する熱意
〇素直 〇自己肯定感の向上
〇自主性、主体性の向上
〇家庭学習の習慣化 〇読解力の育成
〇基本的生活習慣の定着

＜学校の課題＞【学習】
〇こどもの学力と学びの質の
向上

〇こどもの自主性や主体性、
創造性を育む教育活動

〇自尊感情と自己有用感の醸
成

〇規範意識の向上

＜学校の課題＞【学校組織】
〇カリキュラム・マネジメントの実施
〇教職員の経営参画意識を高めるシステムづく
り

〇ＩＣＴの活用、英語、特別支援教育、体力向
上等への取組

〇施設、教材・教具の適切な管理と活用
〇地域の中の学校としての役割

＜地域の特質＞
〇歴史と伝統があり、学校への愛着が
ある
〇学校のボランティア活動等に協力的
である
〇継続して、こども、学校を支えてい
る

助けあう 高い規範意識をもち、自ら考えながら適切な判断をすることができる
・生活規律の徹底

・相互信頼の精神の育成と人権教育の推進
・自他の違いを認め、仲間として生きる態度を養う行事、班活動、清掃活動の実施

・近隣中学校との小中一貫教育を通して、きめ細かい生活指導、キャリア教育の実施

高めあう 実践力をもち、明るく豊かな生活を営む態度を身に付け

る

・重点指導事項により、体力を向上させ運動に親しむ態度を養う

機会を

定期的・日常的に設定する。
・オリンピック・パラリンピック教育の推進

＜未来を創る力＞ 論理的・科学的に思考し、新たに考えを創造することができる ・３つの教育目標が基盤となり、未来を創る力を高めていく。 ・日常の学習、校内研究等で培う。


